
 

少子高齢化で就業人口の減少が予測される中、前政権の目玉政策の 1つであった「働き方改革」は、多様な就労形態を再考するきっか
けの 1 つとなりました。今般のコロナ禍でも在宅就労がクローズアップされていますが、今後このような流れが後押しされることはあ
っても、巻き戻されることはないでしょう。当会はこの数年間、精神・発達障害者のメンタルケアをサポートするＷｅｂ日報システム 
SPIS の普及啓発活動を通じて、当事者の心理的安全性を高めるコミュニケーションが職場全体の風土改善に発展しうることを発信し
てきました。そしてこの視点は、障害の有無に関わらず高度成長期以来の日本の雇用慣行で働きづらさを抱える全ての方たちにも当ては
まるでしょう。この研修会では、多様な働き方が求められる今、一人ひとりがいきいきと活躍できる職場づくりにつながる障害者雇用の
あり方を探っていきます。 

時間 プログラム 

受 付 開 始 （ 1 3 : 0 0  -  ） 

13:30 - 13:35 開会あいさつ NPO 法人 全国精神保健職親会 理事長 中川 均 

13:35 - 14:35 

（60 分） 

行政報告 「障害者の就労支援施策について（仮題）」 

厚生労働省 職業安定局 障害者雇用対策課 課長 小野寺 徳子 

休 憩（14:35 - 14:40） 

14:40 - 15:40 

（60 分） 

基調講演 コロナ時代の多様な就労形態に対応する支援・雇用マネジメント 

～ 一人ひとりがいきいきと活躍する障害者雇用へ ～ 

法政大学 現代福祉学部 福祉コミュニティ学科 教授 眞保 智子 

休 憩（15:40 - 15:50） 

15:50- 16:05 

（15 分） 
事務局報告 2020 年度 JKA 補助事業 実施状況報告と当会の活動 

NPO 法人 全国精神保健職親会  主任コンサルタント 三原 卓司 

16:05 - 17:35 

（90 分） 

パネルディスカッション コロナ時代の多様な就労形態に対応する支援・雇用マネジメント 

～ 一人ひとりがいきいきと活躍する障害者雇用へ ～  

（パネリスト） 

京都障害者雇用企業サポートセンター   実践アドバイザー    谷垣 信也  
一般社団法人ワークネット北九州       代表理事       元重 義則 

特定非営利活動法人 わかくさ福祉会     理事長        野路 和之  

厚生労働省 職業安定局 障害者雇用対策課 課長       小野寺 徳子 

法政大学 現代福祉学部 福祉コミュニティ学科 教授        眞保 智子 

（コーディネーター） 

NPO法人 全国精神保健職親会    専務理事・事務局長    保坂 幸司 

17:35 - 17:40 閉会あいさつ NPO 法人 全国精神保健職親会 理事長 中川 均 

17:40 - 18:30 名刺交換会 参加者、登壇者、スタッフ・関係者 で自由に情報交換 



会場案内 
東京都立産業貿易センター 浜松町館 
（第 2会議室） 
住所：東京都港区海岸 1-7-1 
■ JR／東京モノレール 浜松町駅(北口)から 徒歩 5 分 

■ ゆりかもめ 竹芝駅から 徒歩 2 分 

■ 都営地下鉄 浅草線／大江戸線 大門駅から 徒歩 7 分 

※駐車場はございません。 
公共の交通機関をご利用ください。 

 

主催：NPO法人 全国精神保健職親会 

後援：認定 NPO法人 地域精神保健福祉機構（コンボ）、公益社団法人 全国精神保健福祉会連合会（みんなねっと）、 
   一般社団法人 日本うつ病センター、一般社団法人 SPIS研究所、NPO法人かながわ精神障害者就労支援事業所の会 

参 加 お 申 込  参加お申込みとチケット購入は 以下の URL／QRコードから 

お申込は先着順とさせていただきます。また、定員となり次第、締切とさせていただきます。 

申込締切日： 2021 年 1 月 22 日（金） 

参加申込 URL：  

https://20210129vfoster.peatix.com 

 会場参加  （東京都立産業貿易センター 浜松町館） 

【定員】40 名   【参加費】 会員 2,000 円(税込) ／ 非会員：3,000 円（税込） 

決済方法はクレジットカード決済、コンビニ支払、銀行 ATM 支払、Paypal がご利用頂けます。 

 Web 参加  （視聴 URL は参加申込者に別途通知） 

【定員】100 名   【参加費】 無料 

 寄付金   1 口 500 円の 寄付金も募集しております。（寄付お申込も参加申込ページより） 

精神・発達障害者の雇用マネジメントをサポートするWebシステム 

「不調の兆候のキャッチ」「タイミングを捉えた適切な配慮」 

「支援機関との情報共有・連携」 

SPISは、精神障害・発達障害に特化した就労移行支援事業を展開する JSNが訓練記録用に平成 21年から使用し
ていたシステムを基に、有限会社奥進システムの協力の下で企業の方にも使いやすいよう改良を加え、平成 23 年
に開発された就労定着支援システムです。 

申込先・お問い合わせ先： NPO法人 全国精神保健職親会 
  担当：三原・佐伯（JSN地域・企業連携事業部内） 

�����: 06-6307-1616   FAX: 06-6307-1313 
 Mai l： e ve nt @v fo s te r.o rg  

mailto:event@vfoster.org

